
令和５年度 壬生中学校 学校運営協議会（第４回） 

議 事 録   
                                 令和６年２月２６日（月）１５：３０～１６：３０ 

                            壬生町立壬生中学校 会議室  

 

【開 会】 

１ ごあいさつ（会長） 

   ・まとめ方が進化している。 

   ・思いをカタチにしようとする気持ちが感じられる。 

   ・より良くつながるために重要な意見が寄せられている。 

   ごあいさつ（校長） 

    ・おかげさまで、温かく見守っていただき、大きな事故なく今を迎える。 

    ・より良い運営の方策を検討していきたい。 

 

２ 協 議  

（１）学校評価（自己評価・外部アンケート）結果と今後の改善方策 （別添資料１） 

（別添資料２） 

   ※学校関係者評価委員会 

   【学校教育法施行規則】 
第 66 条 小学校は、当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況について、自ら評価を行い、その

    結果を公表するものとする。 

２ 前項の評価を行うに当たつては、小学校は、その実情に応じ、適切な項目を設定して行 

うものとする。 

第 67 条 小学校は、前条第１項の規定による評価の結果を踏まえた当該小学校の児童の保護者その他

    の当該小学校の関係者（当該小学校の職員を除く。）による評価を行い、その結果を公表す

    るよう努めるものとする。 

第 68 条 小学校は、第 66 条第１項の規定による評価の結果及び前条の規定により評価を行つた場合

はその結果を、当該小学校の設置者に報告するものとする 

     

委員Ａ：無記名アンケートは、率直な意見を記入でき、一般的に辛辣な内容が多くなる傾

向がある。しかし、学校への好意的な意見が多く寄せられたことは良いことだ。 

委員Ｂ：自由記載欄で、「教え方を統一してほしい」という意見と「個性を尊重してほし

い」という意見がある。二律背反する要望の中で、工夫しながら指導している学

校の様子がうかがえる。 

委員Ｃ：「教え方に差がないようにしてください」という意見と、「一人一人の個性を大

切にしてください」という意見があり、教職員の苦労が目に浮かび、健康が心配

される。バランスを取りながら指導していくことが大切だ。 

委員Ｄ：教え方に差があるのは当然のこと。先生方の経験も環境も異なる。多様な生徒を

前に、指導技術を学び伝承しながら、先生方が成長していく。 

委員Ｄ：登下校の安全について要望する保護者の意見があるが、そもそも、登下校の安全

指導は、必ずしも学校が担う業務ではない。にもかかわらず、学校に多くの苦情

が寄せられてしまうのが実情。家庭や地域住民が、学校とともに責任を分担し合

いながら、生徒の安全確保に努めていくことが大切だ。安全確保への協力依頼を

広く周知していくことが必要だと思う。 

委員Ｄ：不登校への取組は、中学校は手厚く行っていると感じている。最終的な目標は、

社会的自立。長いスパンの中で生徒を励ましていくことが大切だ。 

委員Ｅ：経年変化の中で、「元気に通っている」の項目は毎年高いが、家庭学習の項目は

毎年低い。教職員の検討・分析で、「内発的動機付けを大切にしよう」とある



が、これはどういうことか。 

     →（庶務）「やらされる勉強」ではなく、「楽しいから勉強する」と思えるよ

うに、教職員側も工夫改善しようということ。 

 委員Ｆ：勉強はたのしむもの。「わかった」というときに好きになっていく。孫を見て

いてそう思う。 

 委員Ｆ：教職員も間違えることはある。間違ったときは、ごめんなさいといえる誠実さ

は大切だ。 

 委員Ｆ：壬生中生は、よくルールを守っていると思う。あいさつもよくしてくれてい

る。学校評価の数値には表れない良さがたくさんあると感じている。 

 委員Ｇ：地域の子どもが通っているのが中学校。年齢は同じだが、家庭環境はまったく

違う。保護者の生まれ育ってきた環境も違う。保護者の考え方も違い、「保護

者」とひとくくりにはできない難しさがある。学校、家庭、地域の歩み寄りが

必要。 

 委員Ｇ：最終目標は「社会的に自立する力」を身に付けること。中学校は「みんなで一

緒に」ができる最後の３年間。「何に困っているのか」を具体的に伝えられる

コミュニケーション力を生徒自身も身に付けることが大切。 

 

（２）次年度の教育計画（案）          （別添資料３） 

  委員Ｇ：生徒のことをよく考えている。毎年アップデートしている。 

  委員Ｃ：毎年、同じ事の繰り返しになっていないのがよい。時代や実態に併せて考えて

       いる点が良い。 

  委員Ｂ：学校運営協議会としても、できることを協力していく。 

 

（３）次年度の学校運営協議会日程（案）について 
実施日時・会場 協 議 内 容 

第
１
回 

令和６年 ４月１５日(月) 
15:30～16:30（予定） 

壬生中学校 会議室  

・学校経営方針について（説明 承認） 

・学校の現状や課題等に係る協議 等 

第
２
回 

令和６年 ９月 ６日(金) 
12:30～14:30（予定） 
壬生中学校 会議室・各教室 

・給食会食 

・授業参観（教室訪問） 

・学校の現状や課題等に係る協議 等 

第
３
回 

令和７年 ２月２５日(火) 
15:30～16:30（予定） 

壬生中学校 会議室  

・学校評価アンケートの分析 
・次年度の教育計画検討 等 

 

３ 学校長あいさつ  

  ・委員の皆様のご支援ご協力に感謝申し上げ

ます。 

  ・良くなっているところもあれば改善途上の

ところもある。 

  ・ひとつひとつ丁寧に取り組んで参りたい。 

 

【閉  会】 

  

 



ねらい：学校評価アンケートの分析を通して、学校教育目標の実現のための体制見直し･強化を行う。（思考ツール：マンダラ図法６４）R5.1.17(水) 壬生中学校                      

 

ＡＥＤ研修の

実施（生徒･教職

員・部活動指導員） 

部活動ガイド

ラインの遵守 

体育館使用割振

に吹奏楽部マー

チングも加える

(夏休み時) 

 ピアルームは

静かに過ごせ

る場(心に平穏) 

各学級での一人

一役(係活動以外

で居場所づくり) 

チーム担任制

の導入、チーム

支援 

 授業研究の推進
(教職員が生徒役と

して授業に参画、年

10 コマの授業参観） 

授業のねらい

と授業のまと

めの一体化 

｢壬生中学びの

スタイル｣(授業

のユニバーサルデ

ザイン) 

熱中症対策･荒天

対策を室内・室外

ごとに統一化 部活動指導 

保護者会で、顧

問の運営方針を

説明、協力依頼 

 多様な選択肢

を周知 
不登校の解消 
(居場所づくりと

絆づくり) 

自発的自治的

活動の推奨 

 授業改善の手

立て(OJT、教員

の意識変容) 

わかりやすい

授業、家庭学習

の充実 

｢壬生中学びの

スタンダード｣
(深い学びにつなが

る授業デザイン) 

各顧問の危機

管理マネジメ

ント能力向上 

保護者･地域住

民の協力を得た

部活動運営 

試合に出ていな

い生徒への声か

けと活躍機会の

設定 

 付箋紙に良いこ

とを描いて生活

記録ノートに貼

る 

自尊感情は他者の

｢プラスのストロ

ーク｣で高めるも

の 

ＱＵの積極的

活用(ファイル

に綴じたままに

しない) 

 内発的動機付

けによる家庭

学習意識高揚 

ICT の適切な活

用(目的達成の手

段として活用) 

外部指導者に

よる職員研修

の充実 

           

火傷防止のた

め煙突ストー

ブを撤去 

自転車マナー向

上運動の日常化 

(生活委員会) 

来校者へ積極的

あいさつ声かけ

(不審者侵入防

止) 

 

部活動指導 
不登校の解消 
(居場所づくりと

絆づくり) 

わかりやすい

授業、家庭学習

の充実 

 通知のデータ

配信 

夢や希望のある

本物に触れる 

芸術鑑賞会 

生徒の体力等

に応じた活動

時間設定 

いじめを生じな

い学級経営 (居

場所づくりと絆づ

くり) 

安心安全な 

学校づくり 

安心メールで交

通安全啓発（保

護者への協力依

頼） 

 
安心安全な 

学校づくり 

学校教育目標の

実現に向けた 

諸課題の取組 

行事・業務の 

充実と精選 

 日直業務時の

勤務割振 行事・業務の 

充実と精選 

定時退勤日の

設定(教職員の

自己啓発) 

自分(＝火元責

任者)でできる

修理修繕は自分

でやる 

熱中症警戒アラ

ート発生時の 

学校統一対応 

熱中症予防の

製氷機･冷凍庫 

の導入 

 
地域とともに

ある学校 

基本的生活 

習慣の習得 

人権尊重の 

精神の涵養 

いじめゼロ 

 ｢信じて･待っ

て･見届ける｣

教師の姿勢 

勤務時間外の電

話対応による 

業務逼迫の対応 

他学年職員によ

るチーム支援
(学年会議を勤務時

間内に実施) 

           
学校支援ボランテ

ィアの参画を得る

体制づくり 

地域住民の協

力を得た登下

校見守り 

マイ･チャレン

ジの推進(地域

とのかかわり) 

 ｢時間を守る｣ 
生徒が慌てなくてす

む教師側のタイムマ

ネジメント 

｢礼を正す｣ 
社会的自律を果

たせる礼儀指導 

｢場を整える」 

きれいな教室環

境、鞄･靴そろえ 

 ＳＮＳ起因によ

る人間関係の悩

み(保護者への協

力依頼) 

いじめ防止対

策推進法の再

確認 

｢壬生中いじめ

防止マニュア

ル｣の輪読 

校内清掃ボラ

ンティア(災害時

は避難所となる) 

地域とともに 

ある学校づくり 

地域住民の休

憩室(ボランテ

ィアルーム) 

 教職員が率先

して互いに 

あいさつ励行 

基本的生活 

習慣の習得 

校則｢あゆみ｣の

意味を教職員と

生徒で共有 

 特別活動｢生活

委員会｣内に 

人権委員会常設 

人権尊重の 

精神の涵養 

いじめゼロ 

保護者も対象と

した人権セミナ

ー講座開催 

アルミ缶･ペッ

トボトル回収の

常設(地域住民) 

放課後学習サ

ポート事業の

全学年実施 

壬生町中学生地

域参画事業への

積極的参画 

 教師の率先垂

範 

(師弟同行) 

制服を着ること

の意味や意義を

共有 

思考停止にな

らない(自分で

考える力) 

 構成的エンカウン

ターやソーシャル

スキル活動を実施 

優しく温かい

指導と毅然と

した指導 

教師の態度･姿

勢･発言を組織

として平準化 

 


